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［目的及び背景］チャバネアオカメムシの集合フェロモンを利用して、果樹を加害するカメムシ 
類（チャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ、クサギカメムシ）を簡便かつ効率的に捕獲できる 
発生予察用トラップの開発を行う。 
   
［成果内容］  
１．チャバネアオカメムシの集合フェロモンを簡易型の乾式トラップと組み合わせたボトルトラッ 
プは、集合フェロモンをサンケイ式昆虫捕獲器と組み合わせたサンケイ式トラップと比較すると 
チャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシの発生消長が同調しており、捕獲トラップとして利用で 
きる（第１図）。  
２．ボトルトラップは、サンケイ式トラップよりチャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ，クサギ 
カメムシの捕獲数が劣るが、捕獲される日の割合（捕獲日率）はほとんど差がない（第１表）。 
また、給水や電力供給が不要なため，設置場所の制限が少ない。  
３．ボトルトラップに0.4ｗのLED（13,14年度）を組み合わせると、チャバネアオカメムシの捕獲 
数，捕獲日率はサンケイ式トラップと有意な差がないが、ツヤアオカメムシの捕獲数はやや劣 
る。しかし、ボトルトラップ単独に比べるとツヤアオカメムシ捕獲数、捕獲日率の向上が図られ 
る（第２表）。  
４．以上のことから、ボトルトラップに0.4ｗのLEDを組み合わせたLEDトラップは、サンケイ式 
トラップと同等に捕獲日率が高く、取り扱いが楽で簡易に使用できるため、サンケイ式トラップ 
の補完的用途に利用できる。  
 
［留意事項］集合フェロモンのディスペンサー１本を設置すると風下50ｍまで果樹カメムシの誘 
引効果が認められるので、果樹園などの近くには設置しない。  
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［要約］チャバネアオカメムシの集合フェロモンをサンケイ式昆虫捕獲器と組み合わせるこ
とで、４月～10月までチャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシの捕獲トラップとして利用で
きる。集合フェロモンと乾式トラップを組み合わせたボトルトラップに0.4ｗのLEDを組み合
わせると、ボトルトラップ単独よりツヤアオカメムシ捕獲数、捕獲日率の向上が図られる。 
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写真１ 供試トラップと設置状況 
    左上：ｻﾝｹｲ式 中：ﾎﾞﾄﾙﾄﾗｯﾌﾟ  

右上：LEDﾎﾞﾄﾙﾄﾗｯﾌﾟ  


